
Ⅰ はじめに

ソーシャル・スキルは社会的スキルとも呼ばれ

ているが，1970 年代以降，心理学，精神医学，

社会学，心身障害学，犯罪学，教育学など，幅広

い領域から関心が寄せられ研究されてきた．特に，

精神医学や心身障害学の分野においてはソーシャ

ル・スキルのトレーニング方法についても研究が

すすんでいる．また，近年では教育現場や教育相

談でのソーシャル・スキルに関する研究も増加し

ている．

庄司 1）は，今まで多岐の領域でなされてきたソ

ーシャル・スキルの定義をそれらに共通する要因

で次の 4つに整理している．

①　学習される

②　対人関係の中で展開される

③ 他者との相互作用の中で個人の目標達成に有

効である

④　社会的に受容される

教育現場においては，学校不適応などの要因の

ひとつとして，児童・生徒のソーシャル・スキル

の稚拙さが指摘されており（佐藤ら 2），小林 3）），

トレーニングも含めた研究がすすめられている．

「児童が学級生活で必要とされるソーシャル・

スキル（小学生尺度）」は，河村 4）が，公立小学

校において，①級友と交友関係を形成し維持する，

②集団生活・活動に不適応にならずに参加する，

の 2点について，児童が実際に活用しているソー

シャル・スキルの調査をもとに作成したものであ

る．具体的には，自分から新たな人間関係を形成

したり，深めたりするなどの「かかわりのスキル」

と，友人の気分を害さないように配慮したり，既

存の関係を維持したりする「配慮のスキル」を抽

出している．この 2つのソーシャル・スキルの観

点から児童をとらえることで，教師は，教育的・
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発展的援助として場面や状況にあったソーシャ

ル・スキルの指導が可能になり，またそれに基づ

いて行動の具体的指導ができるようになると考え

られている．

その後の河村 5）6）の研究では，「配慮のスキル」

の得点は，4～ 6 学年のどの学年でも男子より女

子が有意に高いこと，「かかわりのスキル」の得

点は，6学年のみで女子が有意に高いことが示さ

れた．また，児童では，学年が上（下）になるほ

ど得点が高く（低く）なるという規則的な傾向は，

認められなかった．一方，中学生を対象とした河

村 5）6）の研究では，「配慮のスキル」「かかわりの

スキル」の得点とも 1～ 3学年のどの学年でも男

子より女子が高いこと，学年が上になるほど，両

スキルとも高くなる可能性が示唆されている．し

かし，以降の研究では，性差や学年差があること

は示唆されながらも，具体的な違いは指摘されず

に全体として統計処理されるようになった．

本研究では，児童のソーシャル・スキルの性差

を中心とした発達について明らかにすることを目

的として調査し，考察をする．

Ⅱ　研究の方法

1 調査対象

A 県内の公立小学校 2 校の 2 ～ 6 年生の児童

725 名（男子 361 名，女子 364 名）を対象に質問

紙調査を行った．本研究では，記入漏れのあった

者を除き，706 名（男子 350 名，女子 356 名）の

回答を分析対象とした（有効回答率 97.38 ％）．

その内訳は，2 年生 133 名（男子 63 名，女子 70

名），3 年生 146 名（男子 75 名，女子 71 名），4

年生 153 名（男子 74 名，女子 79 名），5年生 127

名（男子 63 名，女子 64 名），6 年生 147 名（男

子 75 名，女子 72 名）である．

2 調査時期

2007 年 11 月～ 12 月．

3 測定用具

児童の学級におけるソーシャル・スキルの測定

には，河村 5）が作成した「児童が学級生活で必要

とされるソーシャル・スキル尺度（小学生スキル

尺度）」を用いた．小学生スキル尺度は，15 の領

域からそれぞれ 2 つの質問の合計 30 問に 4 件法

で回答するように構成されていたが，本研究では，

被検者の負担を減らすため 15 の領域からそれぞ

れ 1 つの質問にし，合計 15 問に 4 件法で回答す

る質問紙とした．この質問紙は，友人の気分を害

さないように配慮したり，既存の関係を維持した

りするという「配慮のスキル」と，自分から新た

な人間関係を形成したり深めたりするなどの「か

かわりのスキル」の 2つの因子得点により，児童

の学校生活で活用しているソーシャル・スキルの

発揮の度合いを測定している．

4 調査手続き

研究目的や方法，個人情報などの倫理的配慮な

どを記した依頼文書および口頭にて，校長と各教

員に調査を依頼して了承を得た．

児童への調査は，無記名で行われ，質問紙には，

「あなたの友だちとのつきあい方をみるためのア

ンケートです．テストではありません．自分の素

直な気持ちで○をつけてください．」と説明文を

入れた．学級担任に，封筒に入れた調査用紙と実

施手順を示したプリントを渡し，各自の学級にて

児童用質問紙の配布，回収をし，再度封筒に入れ

て管理してもらい，後日担任から回収した．

なお，統計的処理には，統計解析パッケージ

SPSS for Windows 11.0J を使用した．

Ⅲ　結　果

1 配慮のスキルとかかわりのスキルの性差

全有効回答について，因子分析を行った結果，

河村 5）と同様の 2 因子構造が確認されたため，

「いつもそう」4点，「だいたいそう」3点，「ほと

んどそうでない」2点，「まったくそうでない」1
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点として，各質問項目の得点の合計をそれぞれ，

かかわりのスキル得点（9 問，36 点満点），配慮

のスキル得点（6問，24 点満点）とした．

配慮のスキルとかかわりのスキルの性差を検討

するために，t 検定を行った結果，配慮のスキル

得点（p<.01），かかわりのスキル得点（p<.05）

とも，有意な性差がみられ，女子の方が高かった．

（図 1）そのため，以後の分析は，男女別に行っ

た．

2 スキルの内容による性差

図 2は，各質問（スキル）ごとの男女別の平均

値と t 検定の結果を表したものである．

男子では，「基本的な話す態度」（かかわりのス

キル）が一番得点が高く，次いで「対人マナーの

順守」（配慮のスキル），「対人関係形成行動」（か

かわりのスキル）が高かった．女子では，「能動

的な援助」が一番高く，次いで「基本的な聞く態

度」，「対人マナーの順守」と配慮のスキルが上位

を占めた．一方，低かったスキルとしては，順位

は違うものの男女とも下位 3つのスキルは共通し

ていた．男子では，「許容的態度」（配慮のスキル），

「集団への能動的参加」（かかわりのスキル），「リ

ーダーシップの発揮」（かかわりのスキル）の順

に低く，女子では，「リーダーシップの発揮」，

「集団への能動的参加」，「許容的態度」のスキル

の順に低かった．

男女で有意差があったスキルは，配慮のスキル

のすべて（「基本的なあいさつ」「基本的な聞く態

度」「許容的態度」「集団マナーの順守」「さりげ

ないストローク」「会話への配慮」「反省的態度」

「能動的な援助」（p<.01） ，「対人マナーの順守」

（p<.05））と，かかわりのスキルの「集団への能

動的参加」（p<.01），「感情表出」（p<.05）で，い

ずれも女子の方が高かった．かかわりのスキルの

「基本的な話す態度」「対人関係形成行動」「リー

ダーシップの発揮」「自己主張」については，有

意な性差はみられなかった．

3 学年群による変化

2 年生を「低学年」，3 ・ 4 年生を「中学年」，

5・ 6 年生を「高学年」として，学年群ごとに性

児童のソーシャル・スキル（1）
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図 1 配慮のスキルとかかわりのスキルの得点の平均値の男女差
＊＊ p＜.01 ＊ p＜.05

配慮のスキル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かかわりのスキル
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図 2 各スキルの得点の平均値と男女差
＊＊ p＜.01 ＊ p＜.05

図 3 学年群ごとの配慮のスキルとかかわりのスキルの得点の男女差
＊＊ p＜.01 ＊ p＜.05

かかかわりのスキル かかわりのスキル かかわりのスキル



児童のソーシャル・スキル（1）
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図 4 各スキルの得点の学年群による変化（男子）
＊＊ p＜.01 ＊ p＜.05

図 5 各スキルの得点の学年群による変化（女子）
＊＊ p＜.01 ＊ p＜.05



差を検討するため，t 検定を行った結果が図 3 で

ある．低学年では，配慮のスキルのみが有意に女

子が高く（p<.01），中学年では，配慮のスキル

（p<.01）・かかわりのスキル（p<.05）とも，女

子の方が高く，高学年では，配慮のスキルのみが

有意に女子が高かった（p<.01）．

各学年群による変化を調べるため，t 検定を行

ったところ，男子では，配慮のスキル得点・かか

わりのスキル得点とも，各学年群間で有意差はみ

られなかった．女子では，配慮のスキル・かかわ

りのスキル得点とも，低学年と中学年では有意差

はみられなかったが，高学年では，低・中学年に

比べて有意に低かった（p<.01）．

各質問（スキル）の学年群による変化を検討す

るために t 検定を行った結果が図 4，5である．

男子では，中学年の方が低学年よりも「能動的

な援助」（p<.05）は高かったが，「集団への能動

的参加」（p<.01）は，低かった．中学年と高学年

間では，有意差のあったスキルはなかった．高学

年の方が低学年よりも高いスキルは，「さりげな

いストローク」（p<.05）のみで，「基本的な聞く

態度」（p<.01）「集団への能動的参加」「自己主張」

（p<.05）は，高学年の方が低かった．

女子では，「許容的態度」（p<.05）「集団への能

動的参加」（p<.01）ともに，中学年の方が低学年

より低かった．「聞く態度」「集団マナーの順守」

（p<.01），「自己主張」「会話への配慮」「反省的態

度」（p<.05）は，高学年の方が中学年より低かっ

た．「許容的態度」「集団への能動的参加」「自己

主張」（p<.01），「聞く態度」「集団マナーの順守」

「会話への配慮」「反省的態度」「対人関係形成行

動」「リーダーシップの発揮」（p<.05）は，高学

年の方が低学年より低かった．

Ⅳ　考　察

1 配慮のスキルとかかわりのスキルの性差

本研究の特徴のひとつは，対象を 2～ 6年にし

たことである．それは，性差があらわれるとした

ら，どの位の学年からみられるのかを，明らかに

するためである．児童を対象とした多くのソーシ

ャル・スキルの質問紙調査では，4年生以上を対

象としていることが多いが，質問紙のレイアウト

を見やすくしたり，質問や選択肢をひらがな中心

にすることで，小学校 2・ 3年生にも適用可能で

あると思われた．しかし，4～ 6 年生を学年ごと

に検討した河村 5）の調査が，学年で一定の傾向が

出なかったことから，同一学年内での個人差が大

きかったり，発達とは違った集団力動による学年

カラーのようなものが出る可能性が考えられたた

め，本研究では，低学年（2年），中学年（3・ 4

年），高学年（5 ・ 6 年）に分類して分析を行っ

た．

本研究でも先行研究と同様に，配慮のスキル・

かかわりのスキルとも，有意に女子の方が高かっ

た．

学年群ごとにみると，配慮のスキルは，低・

中・高学年を通して，女子の方が高いが，かかわ

りのスキルは，中学年のみ女子が高くなるが，

低・高学年では，有意差はみられなかった．すな

わち，配慮のスキルについては，小学 2年生の時

点ですでに女子の方が高く，その後も女子の方が

高いスキルを持ち続けていることが推察された．

女子の方が早くから友人関係が複雑になり，友人

の気分を害さないように配慮したり，既存の関係

を維持したりする配慮のスキルを学習する環境に

おかれるのかもしれない．あるいは，学校教育以

前の家庭環境などによって，もっと早い時期から

性差が現れている可能性もあるので，今後の研究

課題としたい．かかわりのスキルについては，配

慮のスキルほど，はっきりした性差がないようで

あった．

2 スキルの内容による性差

男女とも配慮のスキルである「対人マナーの順

守」が高得点であったが，男子では，「基本的な

話す態度」「対人関係形成行動」など，かかわり

のスキルの得点が高く，女子では，「能動的な援
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助」「基本的な聞く態度」など配慮のスキルの得

点が高いことからも，得意とするスキルに性差が

あることが示唆された．

一方，男女とも，「許容的態度」（配慮のスキル），

「集団への能動的参加」（かかわりのスキル），「リ

ーダーシップの発揮」（かかわりのスキル）など

のスキルが共通して低かった．性別に関わらず，

現代の児童においては，許容的態度をとれないこ

とや，集団へ能動的に参加できないこと，リーダ

ーシップを発揮できないことなどが，なかなか減

らない暴力やいじめ，不登校などの学校における

問題行動や不適応行動とも深く関係しているよう

に思われた．友達との関係の中で，自分の感情

（怒り）をコントロールするスキル，集団を引っ

張っていくスキル，自分の在籍する集団のために

何かしようとするスキルを身につけられるように

していくことが今後の教育現場に必要なことだろ

う．

具体的な各スキルについても，配慮のスキルは，

すべて女子の方が有意に高かった．かかわりのス

キルのなかで，有意な性差がなかったのは，男子

のなかでは得点の高い「基本的な話す態度」「対

人関係形成行動」と，女子の得点の低い「リーダ

ーシップの発揮」「自己主張」で，男子の方が有

意に高いスキルはなかった．

3 学年群による変化

男子では，学年群があがるほど得点が下がるス

キルが多いようにも一見みられるが，学年群があ

がると得点があがるスキルもあり，全体としては

学年群があがることによる有意な変化は見られな

かった．

女子では，学年群があがるに従って，配慮のス

キル・かかわりのスキル得点とも下がる傾向があ

り，特に高学年では，低・中学年に比べて両スキ

ルの得点が有意に低かった．

これらの結果の理由のひとつとして，低学年で

は「いつもしている」（4 点）と回答することが

多いが，学年があがるにしたがって「だいたいし

ている」（3 点）と回答する児童が増えていった

スキルが多かったことがあげられる．これは，学

年が上がるにつれて，自分の行動を内省すること

ができるようになり自己評価が厳密になったため，

「いつもしている」と答える児童が減っていった

ためではないかと考えられた．低学年では自分の

行動・思考・感情を分析する力がまだ十分に育っ

ていないことから，自己評価が甘く，「いつもし

ている」の回答が多かった可能性が考えられる．

しかし，実際に低学年群の方が，わだかまりな

く誰とでも積極的に関わったり，配慮をしたりす

ることができる可能性もある．学年群が上がるに

つれて，級友に対しても親疎や好き嫌いがはっき

りしてきて，いつでも誰にでも，同じように積極

的にかかわり配慮するわけではなくなるために，

「いつもしている」児童は減るのかもしれない．

さらに，学年群があがるほど，積極的に集団に

参加してリーダーシップを発揮したり，自分の感

情や意見を出すことで，周囲にどのように思われ

るかが心配や不安であるために，できなくなって

しまうことも考えられる．男子より配慮のスキル

が高い女子の方に，発達に伴って得点が低下する

傾向がみられることからは，対人不安や不信を基

盤とした負の配慮が働くために，高学年になると

ソーシャル・スキルの得点が下がる可能性も考え

られた．これは，一見児童が友人同士であるよう

に見えても，表面上の関係しか築けていないせい

ではないかと懸念された．もっと児童同士が，広

く深く真の信頼関係を築くことができれば，学年

群があがっても，集団に能動的にかかわり，自己

の感情を表出したり，意見を言ったりすることが

できるのではないだろうか．

Ⅴ　まとめ

公立小学校 2校の小学 2年生から 6年生 706 名

（男子 350 名，女子 356 名）を対象として，児童

のソーシャル・スキルの性差と学年による変化を

調べるために質問紙調査を行った．

児童のソーシャル・スキル（1）
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配慮のスキル・かかわりのスキルとも，有意に

女子の方が高かった．配慮のスキルについては，

小学 2年生の時点ですでに女子の方が高く，その

後も女子の方が高いスキルを持ち続けていること

が推察された．かかわりのスキルについては，配

慮のスキルほど，はっきりした性差がみられなか

った．

男子では，配慮のスキル・かかわりのスキルと

も，学年群があがることによる有意な変化は見ら

れなかった．女子では，学年群があがるに従って，

配慮のスキル・かかわりのスキル得点とも下がる

傾向があり，特に高学年では，低・中学年に比べ

て両スキルの得点が有意に低かった．

今後は，小学 2年生以前の時期についても調査

し，ソーシャル・スキルに性差が生じる時期を明

らかにし，さらに性差の原因や背景の環境につい

て調査し考察を深めていきたい．
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